
The Zoological Society of Japan

NII-Electronic Library Service

The 　Zoologloal 　SOOIety 　of 　Japan

，

（Io2）犬正
山

ノ 丶年月十五B

八

薪
署

紹

介
曽

　
α
薪
舞

諭
文齟

0
淺
海

利
用

調
査
報

告

に
な
つ

に
の

で

あ
る

。

　

　

　

　

　
，

」、
‘
、・

涯

　’．齟疊．
L，、

旨

：
．

．
ン

’

尤
も、

右
も、

簡
單
に

新
奮
思
想
の

衝
突
位

に

解
釋
し
て

仕
舞．
へ

ば

そ
れ

ま
で

r
あ

る

が
、

扱
て

其

新
思

想
の

源
な

る

も
の

を
洗
っ

て

見
る

と、

存
外
上

記
の

如
き

進
化
論
の

生

嚼
り

な

る

も

の

が

多

い

の

で

注
意
せ

ね
ば
な

ら
の

と
い

ふ

の

で

あ
る

。

憐
む
べ

し
、

現

代
大

多
數
の

婦

女
子
は、

統
一

め

美
名
の

下
に、

劃
一

主

義
・

唯
物

主
義
の

敏
育
を

受
け、

心

靈
的

に

は

殆

ど
修
養
を

經
る

暇
な

ぐ
し

て

人
の

妻
と
な

ら

ね
ば
な

ら
鳳

の

で

あ

る
。

（

吾
人

は

現

代

女
子

教
育
の

修

身
書
な

る

も
の

に

幾
何
の

債
値

を
も

認
め

て

居
な
い

。

）

さ

れ
ば

彼
等
の

思
想
を

支
配
す

る

も
の

は、

生

噛
り
の

進

化
論
な

ど
を
土

臺
と

す
る

唯
物
論
が

其

全

鵬
と
い

ふ

結

果
に

な

つ

て

佳
舞

ふ

の

で

あ

る
。

右
に

就
て

は
、

隨
分
議
論
の

起
る

事
で

は

あ
ら
う

が、

少

く

も
白
分
女
は

、

甚
だ

憂
ふ
べ

き

事
と

考
へ

て

居
る

。

そ

し
て

近

來

績
出
す
る

邏
化

論
的

述
作
〔

勿
論
邦
丈
の
）

が、

動
も
す

れ

ば

冷
笑

的
・

煽
動
的・
破
壊
的
で

あ

つ

て
、

眞
塾・
的・

秩
序
的・
建
設

的
で

な

い

に

獨
し、

少
か

ら

ざ
る

遺
械
を

威
じ
て

居
る

も
の

で

あ

る
．
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●
新
着
論
交
（

三
）

療

嬲
軅
緲

轡

昏〔

＝一
）

　
丸
川

久

俊
。・

ー
『

堪
察
加
西

岸
産

鮭

翁
の

壯
成
年

齡
と

其
巌

獲
量
と
の

關

係
。

』
（

『

水

産
研

究

誌．、
』

二

B・
號

。

）

國

二

激

コ
ユ

）
°
口

暮
忠

。

ー
『

淀
…

川

筋
の

鯖
。

』
（

同
上

。

）

・

（

一
四
）

壁
島

爲
鼇

。

ー
气

海

沓
漉
ぜ
る

コ

レ

ラ

菌

と

鹹
水
魚

あ
關
係

・

』
（

竊

菌

學
雜
誌

。

』

二

月

號
。

）

．
・

（

一
五
）

山

田

信
一
郎

「
『

黄
熱
病
の

傳
播
者

馨
「

ス

テ

ご

〒
ア
、
プ

ア

シ

ア

ー
タ
」

の

本
邦
に

於
る

分

布
に

蕊
て

。

』
（

『

衞
生

墨
傳

染
病
學
雜
誌
』

二

月

號
。

）

●
『

淺
海
利
用
調
査
報
告
』

　
　
理

學
士

叢
恭
介

鴛
が

官
命
に

よ

り
大
正

三

年

中
調
査

報
告

ぜ

ろ

所
な
一

括
し
て

水
産

局
よ

り

缶
版
冠

る

も
の

な

り
。

今
匝
の

は

第

面
に

し

て

區

域
は
東

京
灣
に

限

ら
る

。

第
一

章
地
形

に

關
マ

講
査

、

第

二

章
水

漁
に

關
す

る

調
査、

第
三

章
生

物
に

關
す
ろ

調

査、

第
四
章

産
業
に

關
す

る

調

査、
第
五

章
結
論
の

五

章
に

分
ろ
、

外
に

附

録

と
し
て

重

な

ろ

介

類
の

食
餌
な

論

で
。

其

中
動

物
學
に

關

係
あ
ろ

各

項
の

梗

概
は

抄
鐘
欄
に

捗
出
し

置

毫
れ

る

が、

四

穴

倍
判

約

百

頁、

鬪
版

並
に

附
表
＋

數
個

、

調

査
綿

密
に

し
て

特
に

芸

者
は
繪
の

嗜
み

あ

り、

趣

妹
の

廣
き
人

な
ろ

丈、

各

種
圜

版

の

出

來
榮
え

甚
だ
よ

し
。
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二

月
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七

日

水

産
局

發

行
丶

非

賣
品

。
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